
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塾報 

    

    

 

 

祝 修明学園 平成二十六年度入試 合格速報 

中学受験生のみなさん、合格おめでとう！ 

合
格 

 

本当にお疲れ様でした。 

 
 

東
海
大
学
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浦
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高
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中
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水
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大
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中
学
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京
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大
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中
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足
立
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中
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文
京
学
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大
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女
子
中
学
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共
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学
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中
学
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千
代
田
区
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九
段
中
等
教
育
学
校 

法
政
大
学
中
学
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昭
和
学
院 中

学
校 

山
脇
学
園
中
学
校 

平成 26 年 2 月 10 日 
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し
ゅ
う
め
い 

第 23 号 

都
立
高
校
入
試
に
向
け
て 

 
 

特
に
社
会
科
の
入
試
傾
向
と
直
前
の
勉
強
方
法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

塾
長 

 
 

上
谷 

良
憲 

 

一 

２
月
２４
日
（
月
）
集
合
、
午
前
8
時
30
分
、
開
始
9
時
00
分
か
ら
。
社
会

は
第
4
時
限
午
後
1
時
10
分
か
ら
2
時
00
分
ま
で
の
50
分
間
、
大
問
□１
～

□６
満
点
100
点
。 

二 

内
容 

地
理
、
歴
史
、
公
民
の
全
分
野
か
ら
の
基
礎
知
識
を
問
う
問
題
で
あ
る
。

問
題
文
は
長
い
が
問
う
て
い
る
中
身
は
簡
単
。
社
会
科
の
基
本
用
語
を
知
っ
て

い
れ
ば
す
ぐ
で
き
る
。
資
料
、
デ
ー
タ
の
読
み
取
り
と
相
違
を
ま
た
そ
の
資
料

の
突
出
し
た
と
こ
ろ
の
特
徴
を
解
答
に
導
い
て
く
。
記
述
式
問
題
は
平
成2

2

年
□３
□４
□５
に
計
3
問
、
平
成
23
年
□３
□５
□６
に
計
3
問
、
平
成
24
年
□３
□５
□６
に

計
3
問
、
平
成
25
年
□３
□４
□５
□６
に
計
4
問
、
と
例
年
必
ず
出
題
。
出
題
方
法

は
「Ⅰ

とⅡ

の
資
料
を
活
用
し
簡
単
に
述
べ
よ
。」
と
い
う
出
題
で
あ
る
か
ら
、

Ⅰ
とⅡ

の
資
料
の
相
違
点
を
50
字
～
60
字
で
書
け
ば
よ
い
。 

三 

こ
れ
か
ら
の
努
力
で
20
点
取
れ
る
勉
強
方
法 

 
 

ポ
イ
ン
ト
（
１
） 

入
試
当
日
は
昼
休
み
午
後
０
時
１０
分
か
ら
１
時
１０
分
直

前
ま
で
、
歴
史
年
代
を
全
部
読
み
直
す
こ
と
。（
冬
期
講
習
で
使
用
し
た
「
す

ら
す
ら
年
代
暗
記
」） 

 
 

ポ
イ
ン
ト
（
２
） 
冬
期
講
習
で
使
用
し
た
プ
リ
ン
ト
地
理
（
日
本
、
世
界
の

地
図
プ
リ
ン
ト
）
歴
史
（
年
代
す
ら
す
ら
暗
記
）、
公
民
（
日
本
国
憲
法
）
を

何
回
で
も
読
み
暗
記
し
て
い
く
。 

 
 

ポ
イ
ン
ト
（
３
） 

記
述
式
問
題
に
つ
い
て
、
６
年
間
の
過
去
問
の
中
で
記
述

式
問
題
の
み
拾
い
出
し
て
自
分
の
答
案
を
つ
く
り
、
模
範
解
答
を
自
分
で
写
し

て
比
べ
て
み
る
。
記
述
方
法
と
し
て
文
章
は
短
く
、
主
語
と
述
語
を
は
っ
き
り

と
し
、「
理
由
を
問
う
」
問
題
な
ら
「
な
ぜ
な
ら
」
と
書
く
か
、
終
わ
り
を
「
・
・
・

だ
か
ら
。
」
で
締
め
る
。
字
は
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
が
大
切
。 

 
 

ポ
イ
ン
ト
（
４
）
資
料
、
デ
ー
タ
の
読
み
取
り
が
苦
手
な
人
は
、
6
年
間
の

過
去
問
の
中
か
ら
、
資
料
の
問
題
の
み
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
何
回
で
も
解
い
て

み
る
。
慣
れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

都
立
入
試
に
む
け
て 

数
学
の
ポ
イ
ン
ト 

金
子 

義
一 

□1
小
問
集
合
は
得
点
源
と
し
て
確
保
し
て
も
ら
い
た
い
。
と
く
に

作
図
に
つ
い
て
は
作
図
の
定
義
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
な
い
と

た
だ
の
お
絵
か
き
に
な
る
の
で
注
意
を
す
る
こ
と
。 

□２
で
は
文
字
を
用
い
た
説
明
は
、
面
積
の
表
し
方
、
数
の
表
し
方

な
ど
分
か
る
範
囲
ま
で
記
入
す
る
よ
う
に
。
部
分
点
が
取
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

□３
の
関
数
は
座
標
の
表
し
方
見
方
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
。
た
だ
、

グ
ラ
フ
は
と
て
も
正
確
に
書
か
れ
て
あ
る
の
で
、
も
し
解
き
方
が

思
い
つ
か
な
け
れ
ば
グ
ラ
フ
か
ら
答
え
を
導
く
こ
と
も
可
能
。 

□４
図
形
の
証
明
は
合
同
な
い
し
相
似
で
あ
り
、
さ
ほ
ど
難
し
い
も

の
で
は
な
い
。
□２
と
同
様
に
わ
か
る
範
囲
（
仮
定
な
ど
）
は
記
入

す
る
よ
う
に
。
又
、
計
量
に
つ
い
て
は
証
明
し
た
図
形
を
必
ず
使

っ
て
解
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
フ
ル
に
利
用
す
る
よ
う
に
。 

□5
空
間
図
形
は
点
の
移
動
な
ど
か
ら
め
て
の
出
題
と
な
る
。
こ
こ

で
は
時
間
が
か
な
り
と
ら
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。 

 

全
体
を
40~

45
分
く
ら
い
の
目
安
で
解
き
、
見
直
し
を
忘
れ
ず

に
。 さ

て
、
中
3
の
み
な
さ
ん
へ
、
あ
の
魔
の
木
曜
日
の
こ
と
は
一

生
の
想
い
出
と
な
る
は
ず
で
す
。
宿
題
直
し
入
試
問
題
演
習
で
午

前
0
時
ま
で
勉
強
し
ま
し
た
ね
。
受
験
当
日
ま
で
続
け
て
下
さ
い
。 

 

H

26
年
度
高
校
入
試
直
前 

 
 

～
教
科
主
任
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
～

 

ポ
イ
ン
ト
（
５
）
体
調
万
全
で
入
試
に
臨
む
、
健
康
管
理
は
自
己

責
任
で
行
う
。
当
日
、
少
々
風
邪
気
味
で
熱
が
あ
っ
て
も
、
く
よ

く
よ
女
々
し
く
な
ら
ず
、
堂
々
と
胸
張
っ
て
試
験
会
場
に
行
く
。

そ
れ
が
青
春
の
証
だ
。 

今
こ
の
瞬
間
を
に
が
す
な
。
が
ん
ば
れ
！ 

H26 年度  

都立高校入試 

実施日：2/24(月) 

9時 00分～ 9時 50分国語 

10時 10分～11時 00分数学 

11時 20分～12時 10分英語 

13時 10分～14時 00分社会  

14時 20分～15時 10分理科  

 

例年 23日に行われていたが、

東京マラソンと重なり、受験

生の安全を考慮し変更となっ

ています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

se 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
都
立
入
試 

英
語 

最
終
ア
ド
バ
イ
ス
」 

～
こ
れ
で
、
き
っ
と
過
去
最
高
点
が
取
れ
る
～ 

柴
田 

圭 

2014
年
２
月
24
日
の
都
立
入
試
で
確
実
に
ベ
ス
ト
な
点
数
を
取
る
た
め
に
、
こ

っ
そ
り
「
秘
訣
」
を
教
え
ま
す
。
昨
年
度
の
過
去
問
の
出
題
に
従
っ
て
、
大
問

ご
と
に
要
点
を
絞
っ
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
選
択
肢
問
題
が
多
い
都
立
入
試

に
お
い
て
、
出
題
傾
向
が
ほ
ぼ
同
一
と
仮
定
し
て
、
誰
で
も
今
す
ぐ
に
対
策
が

で
き
る
方
法
の
た
め
、
必
見
で
す
。 

１ 

リ
ス
ニ
ン
グ
問
題 

 

ま
ず
問
題
用
紙
を
開
い
た
ら
、「
対
話
文
１
～
３
」
の
選
択
肢
を
確
認
し
て
、

す
ぐ
に
質
問
を
予
想
し
て
お
く
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
昨
年
度
の
問
題
で

あ
れ
ば
、
対
話
文
１
は
「
交
通
手
段
」、
対
話
文
２
は
「
科
目
名
」、
対
話
文
３

は
「
時
刻
」
が
そ
れ
ぞ
れ
選
択
肢
の
中
に
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

対
話
文
１
は
お
そ
ら
く
「
～
に
行
っ
た
時
の
乗
り
物
は
何
で
す
か
？
」
、
対
話

文
２
は
お
そ
ら
く
「
～
の
好
き
な
・
苦
手
な
・
勉
強
し
て
い
る
科
目
は
何
で
す

か
？
」
、
対
話
文
３
は
お
そ
ら
く
「
～
が
始
ま
っ
た
・
終
わ
っ
た
・
し
た
時
刻

は
い
つ
で
す
か
？
」
等
々
と
数
パ
タ
ー
ン
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

放
送
が
始
ま
っ
た
ら
、
対
話
文
の
選
択
肢
に
合
わ
せ
た
事
柄
に
つ
い
て
の
み
、

耳
を
澄
ま
せ
て
聞
き
取
り
必
ず
メ
モ
を
書
き
取
れ
ば
、
し
っ
か
り
対
応
が
で
き

ま
す
。 

２ 

総
合
問
題 

 

図
表
を
利
用
し
た
対
話
文
の
問
題
に
つ
い
て
、
各
問
と
も
Ａ
と
Ｂ
の
直
前
・

直
後
の
分
の
流
れ
・
内
容
に
注
目
し
、
図
表
を
確
認
す
れ
ば
、
選
択
肢
を
消
去

法
で
絞
り
込
み
、
残
り
が
正
答
に
な
る
よ
う
な
問
題
作
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
気
が
付
く
は
ず
で
す
。
次
に
、
内
容
一
致
あ
る
い
は
筆
者
の
主
張
と
合
致
す

る
文
を
選
択
す
る
問
題
で
は
、
最
終
段
落
の
文
（
ま
と
め
の
記
述
が
あ
る
）
を

丁
寧
に
読
み
、
選
択
肢
の
文
を
照
合
さ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ほ
ぼ
同
一
の
文
が

あ
り
正
答
を
選
び
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
英
作
文
は
、
テ
ー
マ
内
容
に
関
す

る
使
え
る
表
現
・
英
単
語
が
文
中
に
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
利
用
し
つ
つ
必

ず
書
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
白
紙
解
答
は
回
避
で
き
ま
す
。 

３ 

会
話
文
（
長
文
読
解
）
４ 

物
語
（
長
文
読
解
） 

 

各
設
問
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
下
線
部
の
直
前
・
直

後
の
分
の
流
れ
・
内
容
に
注
目
し
、
選
択
肢
の
文
を
照
合
さ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ほ
ぼ
同
一
の
文
や
表
現
が
あ
り
正
答
を
選
び
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
数
カ
年
分
の
過
去
問
に
お
い
て
も
同
様
の
出
題
傾
向
に
な
っ
て
お
り
、
コ

ツ
を
押
さ
え
れ
ば
点
数
は
取
れ
ま
す
。 

す
べ
て
１
問
４
点
で
す
。
ラ
イ
バ
ル
と
の
差
は
「
あ
と
１
問
多
く
取
る
」
こ

と
だ
け
で
す
。
都
立
第
一
志
望
校
の
塾
生
の
皆
さ
ん
、
「
全
員
合
格
」
健
闘
を

祈
り
ま
す
。 

 

「
理
科
」
受
験
の
君
た
ち
へ 

片
桐 

芳
郎 

 

「
一
点
集
中
せ
よ
！
」 

冬
期
講
習
理
科
の
初
日
、
受
講
生
に
向
け
た
私
の
「
檄
」

で
あ
る
。
今
回
の
講
習
の
目
的
は
、
主
と
し
て
知
識
の
再
確
認
と
、
そ
の
知
識
を

も
っ
て
い
か
に
問
題
に
切
り
込
む
か
、
そ
の
切
り
込
み
方
と
集
中
力
の
醸
成
で
あ

っ
た
。 

 

以
下
、
改
め
て
君
た
ち
が
今
年
「
理
科
」
を
受
験
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ

て
み
た
い
。 

 

ま
ず
、
例
年
都
立
入
試
は
大
設
問
が
6
問
、
そ
の
う
ち
大
設
問
１
が
設
問
６
問

で
各
分
野
か
ら
の
寄
せ
集
め
問
題
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
問
題
・
標
準
的

問
題
が
多
く
得
点
も
し
易
い
の
で
、
気
合
い
で
得
点G

E
T

せ
よ
。
大
設
問
２
は
今

年
も
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
答
え
る
問
題
が
出
題
さ
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

こ
れ
は
特
別
な
知
識
が
な
く
て
も
、
ま
た
各
分
野
の
ご
く
基
礎
的
知
識
の
み
で
解

答
可
能
で
あ
る
。
全
て
選
択
式
で
あ
る
か
ら
、
二
つ
に
絞
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
十

分
正
解
に
辿
り
着
け
る
問
題
ば
か
り
で
あ
る
。
大
設
問
3
以
降
は
各
分
野
に
特
化

し
た
問
題
が
続
く
が
、
総
じ
て
い
わ
ゆ
る
難
問
は
少
な
い
。
た
だ
各
分
野
と
も
「
実

験
」
に
関
す
る
問
題
が
多
く
出
題
さ
れ
る
か
ら
、
講
習
で
勉
強
し
た
以
外
で
も
授

業
で
行
っ
た
あ
る
い
は
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
実
験
の
「
方
法
」・「
結
果
」
と
そ

れ
に
対
す
る
「
考
察
」
を
合
わ
せ
て
再
確
認
し
て
お
く
と
良
い
。
ま
た
、
複
数
の

図
を
読
み
取
る
問
題
も
出
題
さ
れ
る
の
で
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
図
を
再
度
見

て
お
く
べ
き
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
試
験
当
日
問
題
を
解
く
に
あ
た
っ
て
は
、
何
も
最
初
か
ら
順
番
に
解

い
て
い
く
必
要
は
全
く
な
い
。
試
験
が
始
ま
っ
た
ら
ま
ず
落
ち
着
い
て
全
体
を
見

渡
し
、
得
点
で
き
そ
う
な
問
題
か
ら
解
い
て
い
け
ば
良
い
。
そ
れ
が
「
受
験
の
鉄

則
」
で
あ
る
。
一
つ
の
問
題
が
解
け
る
と
気
持
ち
が
落
ち
着
く
。
落
ち
着
く
と
頭

が
回
転
す
る
よ
う
に
な
る
。
覚
え
た
も
の
が
思
い
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。
集
中
力

が
加
速
す
る
。
結
果
、『
合
格
』
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

講
習
の
最
終
日
、
君
た
ち
全
員
が
「
分
か
ら
な
か
っ
た
所
が
分
か
る
よ
う
に
な

っ
た
。
講
習
を
受
け
て
良
か
っ
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
言
っ
て
ニ
コ
ッ

と
笑
っ
た
そ
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔
に
私
は
感
動
し
た
。
必
ず
、
君
た
ち
は
受
か
る
。 

 

改
め
て
、
全
て
の
受
験
生
に
言
お
う
。 

一
点
集
中
！
頑
張
れ
！ 

 

高
校
受
験
の
ポ
イ
ン
ト 

国
語 

上
谷 

修
一
郎 

都
立
高
校
の
国
語
の
入
試
問
題
は
大
問
5
問
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
１
】、
【
２
】
が
漢
字
の
読
み
書
き
、
【
３
】
が
小
説
・
物
語
文
、【
４
】

が
論
説
・
説
明
文
、【
５
】
が
古
文
・
漢
文
解
釈
で
す
。
ま
ず
解
き
方
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。【
１
】
か
ら
順
番
に
解
い
て
い
き
、
最
後
に
【
５
】
を

残
す
と
時
間
切
れ
に
な
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。【
５
】
は
古
文
・
漢
文
が

文
章
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
簡
単
な
説
明
文
と
考
え
れ
ば
解
き
や
す
い
問

題
が
多
い
の
で
最
初
の
方
で
解
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
次
に
個
々
に
ポ

イ
ン
ト
を
見
て
い
き
ま
す
。【
２
】
の
漢
字
を
書
く
問
題
は
楷
書
で
書
く
よ

う
に
常
に
指
示
が
あ
る
の
で
丁
寧
に
ト
メ
・
ハ
ネ
を
意
識
し
て
書
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。【
３
】
は
登
場
人
物
の
心
情
表
現
の
移
り
変
わ
り
と
そ
れ

に
対
応
す
る
文
章
内
容
（
セ
リ
フ
、
動
作
、
風
景
描
写
等
）
に
着
目
し
て

く
だ
さ
い
。
記
述
問
題
は
心
情
表
現
の
対
応
が
１
か
所
で
な
く
２
か
所
あ

り
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
書
く
問
題
が
多
い
で
す
。【
４
】
は
一
般
的
な

見
解
と
著
者
の
独
自
の
見
解
と
に
分
け
て
文
章
を
読
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
記
述
問
題
は
文
章
を
読
ん
だ
う
え
で
自
分
の
意
見
を
書
く
よ
う
に
と

指
示
が
あ
る
の
で
、
文
章
を
読
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
最
初
に
著
者

の
見
解
を
要
約
し
て
書
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。【
５
】
は
古
文
・
漢
文

の
原
文
と
現
代
語
訳
を
丁
寧
に
対
応
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
抜
き

出
し
問
題
は
原
文
な
の
か
訳
文
な
の
か
ど
ち
ら
を
抜
き
出
す
の
か
を
間
違

え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
本
番
ま
で
後
僅
か
で
す
。
体
調
に
注
意

し
て
過
去
問
演
習
を
中
心
に
自
分
が
ど
う
い
う
と
き
に
解
答
を
間
違
え
る

の
か
自
分
の
ク
セ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
み
な
さ
ん
の
合
格
を

信
じ
て
い
ま
す
。 

 

 

修明学園 
http://www.syumei.co.jp 

浅草橋教室  03-3862-9218 

高砂教室   03-3650-7214 

番町教室   03-3222-9170 

 

 

「新年度入塾説明会」 

浅草橋 2/16・3/2・3/9 10:00～ 

高砂  2/16・3/2・3/16 10:00～ 

番町  2/22・3/8・3/22 13:00～ 

「進学準備」 

特別講座開催中 

科目：英語・数学 

対象：新中１ 
   新高 1 

 

「春期講習」 

受付中 
期間：10 日間 

   3/26～3/30 

      4/1 ～4/5  

修 明 英 語 

ス ク ー ル    

Coming Soon  

http://www.syumei.co.jp/

